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福
岡
県
嘉
麻
市
桑
野
の
遠
賀
川
源

流
域
近
く
に
架
か
る
、
リ
ブ
ア
ー
チ

型
石
橋
（
仮
称
・
掛
橋
の
石
橋
）
を

文
化
財
に
指
定
し
よ
う
と
い
う
動
き

が
加
速
し
て
い
る
。

　

同
市
は
熊
本
大
学
の
山
尾
敏
孝
名

誉
教
授
に
こ
の
石
橋
の
調
査
を
依

頼
。
昨
秋
、
そ
の
調
査
結
果
の
報
告

が
行
わ
れ
た
模
様
で
、「
嘉
麻
市
桑

野
地
区
所
在
の
リ
ブ
ア
ー
チ
型
石
橋

の
総
合
評
価
と
保
存
活
用
方
針
に
つ

い
て
」
と
題
さ
れ
た
報
告
書
の
一
部

が
嘉
麻
市
の
「
議
会
だ
よ
り
63
号
」

（
２
０
２
２
年
２
月
1
日
発
行
）
に

次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
た
。

　
「
架
設
時
期
は
19
世
紀
後
半
の
幕

末
と
推
定
さ
れ
る
。
石
材
は
、
地
元

で
産
出
さ
れ
、
高
い
強
度
を
有
す
る

花
崗
岩
を
使
っ
て
い
る
。
架
設
位
置

の
川
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
そ

れ
ま
で
に
修
得
し
た
土
木
技
術
等
を

参
考
に
し
て
、
地
元
石
工
集
団
が
、

こ
の
地
区
独
自
の
リ
ブ
ア
ー
チ
形
式

を
考
案
し
架
設
し
た
と
推
測
で
き

る
」。
ま
た
評
価
に
つ
い
て
は
、「
桑

野
地
区
独
自
の
石
橋
文
化
が
、
小
規

模
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
判
明

し
、
県
内
の
石
橋
文
化
に
新
た
な
評

価
を
与
え
る
可
能
性
を
有
し
た
石
橋

で
あ
る
」、「
遠
賀
川
上
流
域
の
リ
ブ

ア
ー
チ
型
石
橋
群
の
中
で
唯
一
存
在
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遠
賀
川
の
源
流
域
近
く
に
架
か
る
仮
称・掛
橋
の
石
橋
。安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、現
在
は

立
ち
入
り
禁
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

写
真
提
供
／
福
岡
県
立
朝
倉
高
等
学
校 

史
学
部

す
る
石
橋
は
、
桑
野
地
区
の
有
す
る

地
理
的
、
地
質
的
条
件
が
生
み
出
し

た
文
化
遺
産
で
あ
り
、
そ
の
独
自
性

に
お
い
て
も
県
内
で
大
変
珍
し
く
非

常
に
価
値
あ
る
文
化
遺
産
で
あ
る
」

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
か
ら
の
福
岡
県
立
朝

倉
高
等
学
校
の
生
徒
の
こ
の
石
橋
に

関
す
る
部
活
動
（
史
学
部
）
が
新
聞

記
事
や
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
、

そ
の
後
も
新
聞
や
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
昨
年
度
は
市
の

予
算
に
石
橋
調
査
費
用
が
計
上
さ
れ

る
動
き
に
つ
な
が
っ
た
。

　

毎
日
新
聞
の
報
道
に
よ
る
と
、
嘉

麻
市
は
昨
年
12
月
13
日
の
定
例
市
議

会
に
お
い
て
市
長
が
こ
の
石
橋
の
文

化
財
指
定
に
向
け
た
作
業
を
進
め
る

方
針
を
明
ら
か
に
し
、
石
橋
の
調
査

と
そ
の
存
在
を
広
め
た
同
校
に
何
ら

か
の
形
で
謝
意
を
表
す
考
え
も
示
し

た
と
い
う
。

　

同
校
史
学
部
顧
問
の
泉
信
至
教
諭

は
、「
こ
の
た
び
の
動
き
に
驚
く
と

と
も
に
、
調
査
を
進
め
て
き
た
部
員

共
々
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
文
化

財
指
定
へ
と
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
か
げ
で
す
。
石
橋
の
恒
久

的
な
保
存
と
有
効
な
活
用
が
な
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
喜

び
を
語
っ
た
。（
広
報
部
）

福
岡
県
嘉
麻
市
の
リ
ブ
ア
ー
チ
型
石
橋

「
幻
の
石
橋
」文
化
財
指
定
へ



<2>

　
「
日
本
の
い
し
ば
し
」
創
刊
号
の
発
行
は
１

９
８
１
年
１
月
。
初
代
事
務
局
長
を
務
め
た

長
崎
県
諫
早
市
の
石
橋
研
究
家
・
山
口
祐
造

氏
が
編
集
を
担
当
し
、
年
に
３
、
４
回
の
ペ

ー
ス
で
会
報
を
発
行
し
た
。

　

創
刊
の
翌
年
に
起
き
た
の
が 

長
崎
大
水
害
。

被
災
し
た
石
橋
群
の
復
元
を
紙
面
で
呼
び
掛

け
た
。
第
５
回
総
会
を
鹿
児
島
市
で
開
催
し

た
84
年
は
、
甲
突
川
五
石
橋
の
文
化
財
と
し

て
の
高
い
価
値
を
訴
え
た
の
だ
が
、
鹿
児
島

県
は
五
石
橋
全
て
を
撤
去
す
る
方
針
を
示
し

た
。
そ
の
後
の
会
報
で
は
そ
の
保
存
を
望
む

声
を
繰
り
返
し
報
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

山
口
氏
は
病
気
入
院
に
よ
り
２
０
０
０
年

３
月
発
行
の
65
号
を
最
後
に
事
務
局
長
な
ら

び
に
会
報
編
集
者
を
退
任
。
第
２
代
会
長
兼

事
務
局
長
・
片
寄
俊
秀
氏
が
会
報
制
作
を
担

当
し
て
同
年
９
月
に
66
号
を
発
行
す
る
と
と

も
に
、
創
刊
号
か
ら
66
号
ま
で
を
「
日
本
の

い
し
ば
し
〜
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
・
会
報

ア
ー
カ
イ
ブ
〜
上
・
下
巻
」
の
２
冊
に
ま
と
め
、

12
月
に
出
版
し
た
。

　

翌
01
年
に
福
岡
県
久
留
米
市
で
開
催
さ
れ

た
第
22
回
総
会
で
、
副
会
長
の
本
田
義
雄
氏

が
第
３
代
会
長
、
事
務
局
長
に
上
塚
尚
孝
氏

が
就
任
。
事
務
局
が
熊
本
県
に
置
か
れ
る
こ

と
と
な
り
、
会
報
制
作
を
浦
田
勝
美
氏
が
担

当
し
て
「
日
本
の
石
橋
」
の
タ
イ
ト
ル
で
２

０
１
０
年
１
月
ま
で
年
１
回
の
ペ
ー
ス
で
１

休
刊
記
念　

日
本
の
い
し
ば
し
１
０
０
号（
通
算
）

郷土史の中で石橋を文化財として位置づけた
　

会
報
「
日
本
の
い
し
ば
し
」
は
本
号
で
通
算
１
０
０
号
と
な
っ
た
。
１
９
８
０
年
９
月
に
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
が
結
成
さ
れ
、
翌

年
の
１
月
に
会
報
が
創
刊
さ
れ
た
。
以
来
、
石
橋
フ
ァ
ン
の
興
味
や
関
心
、
石
橋
を
地
元
の
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
大
切
に
思
う
人
々

の
願
い
を
受
け
、
石
橋
に
関
す
る
情
報
を
伝
え
て
き
た
。
創
刊
か
ら
41
年
の
時
が
流
れ
、
本
会
の
歩
み
と
と
も
に
あ
っ
た
こ
れ
ま
で
の

冊
子
形
式
の
「
日
本
の
い
し
ば
し
」
は
１
０
０
号
を
節
目
に
休
刊
と
な
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
休
刊
を
静
か
に
記
念
し
て
、
会
報
の
制

作
に
関
わ
っ
た
人
物
と
会
報
が
伝
え
て
き
た
ト
ピ
ッ
ク
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。（
広
報
部
）

１
９
８
１ 

〉〉〉 

２
０
２
２

石
橋
フ
ァ
ン
の
思
い
と
共
に
あ
っ
た
会
報
の
歩
み

1981 年１月発行の創刊号
表紙は諫早眼鏡橋。初代会長で郷土史家
の井上清一氏が「庶民の文化財『眼鏡橋』」
と題して巻頭に寄稿した

1985年 1月発行の17号
表紙は甲突川に架かる高麗橋。鹿児島県
が甲突川五石橋を撤去する方針を示した
ため、その保存を望む声を伝えた

1982年 10月発行の8号
表紙は長崎大水害で被災した長崎眼鏡
橋。中島川石橋群や現川石橋群ほかの被
害状況を伝え、復元を訴えた

1990年１月発行の34号
表紙は和歌山市の不老橋で、湾岸道路が
完成する前の姿。リゾート開発の在り方が
問われた景観保護運動を取り上げた
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号
か
ら
10
号
を
発
行
。
大
会
の
模
様
や
全
国

各
地
の
石
橋
調
査
の
情
報
、
加
え
て
新
た
に

発
見
さ
れ
た
石
橋
な
ど
も
紹
介
し
た
。

　

10
年
に
熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
の
町
長
・

甲
斐
利
幸
氏
が
第
4
代
会
長
に
就
任
。
病
気

で
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
浦
田
氏
に
替
わ
っ

て
尾
上
一
哉
氏
が
会
報
制
作
を
担
当
し
、
タ
イ

ト
ル
を
「
日
本
の
い
し
ば
し
」
に
戻
し
て
通

算
77
号
を
発
行
。
翌
11
年
４
月
に
78
号
第
1

版
を
制
作
し
た
が
、
同
月
に
開
催
さ
れ
た
第

32
回
総
会
で
編
集
ラ
イ
タ
ー
の
中
村
ま
さ
あ

き
が
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、

6
月
に
レ
イ
ア
ウ
ト
を
修
正
し
た
会
報
78
号

第
２
版
、
７
月
に
79
号
を
発
行
。
そ
の
後
は

年
２
回
の
ペ
ー
ス
で
今
回
の
１
０
０
号
ま
で

発
行
を
続
け
て
き
た
。

　

創
刊
か
ら
40
年
余
り
が
経
過
し
た
が
、
石

橋
に
対
す
る
社
会
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
依
然
と
し
て
河
川
改

修
や
道
路
整
備
、
地
域
開
発
な
ど
に
よ
る
石

橋
の
撤
去
が
続
く
中
、
想
像
を
超
え
た
豪
雨

や
大
き
な
地
震
な
ど
が
起
き
、
災
害
の
た
び

に
石
橋
が
被
災
し
、
そ
の
後
は
石
橋
に
存
続

の
危
機
が
迫
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
石

橋
を
郷
土
史
の
中
に
位
置
づ
け
、
地
域
の
景

観
を
構
成
す
る
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
扱
っ

た
事
例
が
増
え
て
き
た
こ
と
も
、
過
去
の
会

報
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　

休
刊
と
な
る
１
０
０
号
を
機
に
、
石
橋
フ

ァ
ン
と
共
に
あ
っ
た
会
報
の
歩
み
を
確
認
し
た

い
。（
16
面
に
関
連
記
事
）

石橋存続の危機と保全の必要性を伝えた「日本のいしばし」

2008 年 6月発行の８号（通算 74号）
表紙は山形県上山市の覗橋。長崎県佐世
保市で開催された第 29 回大会の模様や
滋賀県の石橋などを紹介した

2020年 9月発行の97号
表紙は熊本地震と豪雨による被災からの
復旧が完了した通潤橋。中面では令和 2
年 7月豪雨による被災石橋などを紹介

2016年 8月発行の89号
表紙は熊本地震で被災した宇土市の船場
橋。熊本県各地の石橋の被災状況を紹介
する特集が組まれた

1994年１月発行の46号
表紙は甲突川に架かる西田橋。前年に鹿
児島水害が発生して新上橋や武之橋など
15橋が流失。石橋の被災状況を伝えた

1997年１2月発行の58号
表紙は西田橋の梯子胴木。鹿児島県の木
原安姝子氏が西田橋の解体に密着し、岩
永三五郎の技術の高さを紹介した

2021年 9月発行の99号
表紙は東日本大震災による被災から復旧
した東京都の常磐橋。コロナ禍により
2020年から２年連続で大会が中止に
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九
州
を
中
心
に
各
地
に
残
る
貴
重
な
石
橋
。し
か
し
河
川
改
修
や
道
路
拡
幅
な
ど
の
整

備
工
事
の
際
、豪
雨
に
よ
る
被
災
の
後
な
ど
に
次
々
と
撤
去
さ
れ
、そ
の
数
は
減
少
の
一
途
。

そ
れ
に
対
し
、
各
地
域
で
は
石
橋
を
文
化
財
と
し
て
認
め
、
先
人
の
地
域
振
興
へ
の
思
い
な

ど
を
後
世
に
受
け
継
ぎ
、
石
橋
を
地
域
の
重
要
な
振
興
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
る
団
体
が

活
動
を
続
け
て
い
る
。石
橋
に
絡
み
つ
い
た
草
木
の
除
去
や
清
掃
、景
観
の
保
護
、石
橋
架
設

関
係
者
の
顕
彰
、石
橋
の
保
全
の
た
め
の
健
全
度
評
価
や
設
計
・
施
工
・
修
復
技
術
の
追
求
、

石
橋
技
術
者
の
養
成
│
な
ど
、
各
地
で
多
様
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。こ
こ
で
は
そ

う
し
た
活
動
を
続
け
る
８
つ
の
団
体
に
寄
稿
を
依
頼
し
た
。（
広
報
部
）

石
橋
を
文
化
財
と
し
て
認
め

　
保
全
に
取
り
組
む
各
地
の
団
体

山鹿文化財を守る会

　

本
会
は
山
鹿
市
な
ら
び
に
熊
本
県

北
部
の
文
化
財
保
護
を
目
的
に
１
９

７
０
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
県
立

鹿
本
高
校
と
鹿
本
商
工
高
校
の
考
古

学
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
・
現
役
部
員
が
主

な
会
員
で
、
史
跡
巡
り
や
文
化
財
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
文
化
財
保
護
活
動

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

山
鹿
市
に
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら

古
墳
時
代
前
期
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る

県
内
最
大
級
の
集
落
遺
跡
「
方
保
田

東
原
（
か
と
う
だ
ひ
が
し
ば
る
）
遺

跡
」
が
あ
り
、
県
北
部
に
は
全
国
で

も
屈
指
の
数
を
誇
る
装
飾
古
墳
が
存

在
し
て
い
ま
す
。

　

石
橋
で
は
県
内
最
古
の
「
洞
口
橋
」

（
１
７
７
４
年
架
設
、
１
９
９
４
年

復
元
）
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
石
橋

保
存
活
動
に
つ
い
て
は
、
１
９
7
1

年
ご
ろ
か
ら
山
鹿
市
の
「
大
坪
橋
」

（
１
８
６
５
年
架
設
）
や
「
湯
町
橋
」

（
１
８
１
４
年
架
設
）
の
移
設
保
存

運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
う
し

た
活
動
を
契
機
に
１
９
８
０
年
、
日

本
の
石
橋
を
守
る
会
の
第
1
回
大
会

が
山
鹿
市
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
出
来
事
で
し
た
。

　

２
０
１
１
年
に
は
山
鹿
市
の
平
山

温
泉
郷
を
流
れ
る
岩
村
川
に
架
か
る

「
平
山
橋
」（
１
８
６
１
年
架
設
）
の

保
存
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
近
隣

住
民
が
豪
雨
時
の
浸
水
被
害
の
原
因

が
同
橋
で
あ
る
と
主
張
し
た
た
め
、

市
か
ら
撤
去
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
本
会
が
川
の
水
位
の
変
化
に

関
す
る
調
査
を
進
め
、
下
流
の
水
門

調
整
が
浸
水
被
害
の
原
因
で
あ
る
こ

と
を
証
明
し
て
保
存
を
訴
え
ま
し

た
。
現
地
保
存
は
か
な
わ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
平
山
橋
は
２
０
1
5
年

に
温
泉
内
に
公
園
を
整
備
し
て
移
設

保
存
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
一
部
の
会
員
は
、
県
北

地
域
の
石
橋
清
掃
活
動
な
ど
を
続
け

て
い
ま
す
。

4面　山鹿文化財を守る会

5面　山都町の石橋を守る会

5面　八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会

6面　院内石橋群景観保全協議会

6面　美里町石橋愛好会

7面　一般社団法人 石造文化財技術機構

7面　一般社団法人 石橋伝統技術保存協会

8面　豊岡のめがね橋を守る会

※結成年順

2015年に平山温泉内に公園を整備して移設保存された平山橋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  写真提供／上妻信寛

会員数　約２42人
　　　　（個人会員167人、団体会員約75人）
結　成　1980年
事務局　〒861-3513 熊本県上益城郡山都町下市182-2
　　　　通潤橋史料館内
担当者　事務局長　軸丸 英顕　
TEL　　0967-72-3360
メール　jimu@ishibashi-mamorukai.jp

代表者　　上妻 信寛　　
会員数　　約30人　
結　成　　1970年
事務局　　〒861-0501　熊本県山鹿市山鹿1731-1
事務局長　木村 元浩　
TEL　　　070-3819-4713
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福
岡
県
八
女
市
を
流
れ
る
星
野
川

に
は
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
架
設
さ

れ
た
、
上
流
か
ら
順
に
１
・
２
・
３
・

４
連
の
ア
ー
チ
橋
が
架
か
り
、「
ひ

ふ
み
よ
橋
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

本
会
結
成
の
き
っ
か
け
は
、
２
０

１
２
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害

で
し
た
。
激
し
い
豪
雨
に
よ
り
４
連

ア
ー
チ
の
宮
ヶ
原
橋
は
完
全
に
水

没
。「
流
さ
れ
た
」
と
誰
も
が
思
い

ま
し
た
が
、
川
の
水
が
引
い
た
後
、

高
欄
や
中
詰
め
土
な
ど
が
流
出
し
た

も
の
の
、
橋
の
本
体
が
し
っ
か
り
と

し
た
姿
を
現
し
、
落
ち
込
ん
で
い
た

私
た
ち
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
橋
脚
に
流
木
が
引

っ
か
か
っ
て
洪
水
被
害
を
拡
大
さ
せ

た
と
の
住
民
の
意
見
が
あ
り
、
石
橋

撤
去
の
声
も
上
が
り
ま
し
た
。

　

先
人
の
熱
い
思
い
や
卓
越
し
た
技

術
が
刻
み
込
ま
れ
た
石
橋
を
な
ん
と

か
未
来
に
残
し
て
い
き
た
い
と
の
思

い
か
ら
同
年
９
月
、
地
元
有
志
が
集

ま
り
、
本
会
を
結
成
。
市
長
に
石
橋

保
存
に
関
す
る
陳
情
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
そ
し
て
宮
ヶ
原
橋
の
復
旧
工

事
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
住
民

の
安
全
や
利
便
性
を
確
保
し
、
周
り

の
景
観
に
配
慮
し
つ
つ
、
石
橋
を
現

地
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
石
橋
の
清
掃
や
学
習
会

な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

故
上
塚
尚
孝
会
長
が
「
人
間
は
誕
生

日
を
祝
い
ま
す
よ
ね
。
長
年
私
た
ち

の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
石
橋

だ
っ
て
誕
生
日
を
祝
っ
て
も
ら
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
」
と
の
言
葉
に
背
中

を
押
さ
れ
、
石
橋
の
節
目
の
誕
生
日

を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
は
復
旧
し
た
宮
ヶ
原

橋
が
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
多

く
の
方
々
と
一
緒
に
お
祝
い
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。

会　長　久間 一正　　会　員　53人　　結　成　2012年
事務局　〒 834-1102 福岡県八女市上陽町北川内589-2
担当者　内田 理絵　
TEL      0943-54-2150
メール　Info-hotaru@joyo-town.jp
ホームページ　https://joyo-town.jp/hotaru

（
６
面
に
つ
づ
く
）

　

熊
本
県
の
山
都
町
に
は
、
大
小
20

橋
の
め
が
ね
橋
が
あ
り
ま
す
。
本
会

は
名
工
・
岩
永
三
五
郎
が
１
８
３
２

年
に
架
設
し
た
「
聖
（
ひ
じ
り
）
橋
」

の
保
存
を
目
指
し
て
１
９
９
１
年
に

発
足
し
た
「
聖
橋
を
守
る
会
」
を
前

身
と
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
３
７
年
に
聖
橋
の
す
ぐ
脇
に

新
橋
が
完
成
し
た
後
、
石
橋
の
右
岸

側
の
壁
石
が
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
管

理
者
不
在
の
ま
ま
石
橋
は
草
木
に
覆

い
つ
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
91
年
12

月
の
熊
本
日
日
新
聞
に
「
岩
永
三
五

郎
も
泣
い
て
い
る
」
と
、
聖
橋
の
状

態
を
嘆
く
記
事
が
載
る
と
同
会
が
結

成
さ
れ
、
聖
橋
の
修
理
保
存
の
必
要

性
を
広
く
町
民
に
訴
え
る
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
間
も
な
く
聖
橋
は
町
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
99
年
に
な
っ

て
修
理
保
存
工
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
２
０
０
５
年
、
山
都

町
の
石
橋
の
保
存
・
活
用
と
石
橋
文

化
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

会
の
名
称
を
「
山
都
町
の
石
橋
を
守

る
会
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
石
橋
の
中
で
存
在
感
抜
群

な
の
は
今
も
現
役
の
水
路
橋
「
通
潤

橋
」（
１
８
５
４
年
架
設
）
で
す
。

熊
本
地
震
で
は
通
水
管
の
つ
な
ぎ
目

の
漆
喰
が
破
損
し
た
た
め
、
本
会
は

通
潤
橋
復
興
事
業
支
援
金
を
集
め
、

10
万
円
を
町
に
寄
付
し
ま
し
た
。
そ

の
後
に
大
雨
で
壁
石
の
一
部
が
崩
落

し
た
た
め
、
石
材
を
全
て
回
収
し
、

積
み
直
す
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
20
年
７
月

に
な
っ
て
、
４
年
３
カ
月
ぶ
り
に
放

水
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

た
だ
現
在
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が

大
き
く
、
本
会
と
し
て
も
従
来
の
よ

う
な
活
動
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
通
潤
橋
の
路
面
へ
の

立
ち
入
り
禁
止
の
解
除
に
つ
い
て
、

町
に
検
討
を
お
願
い
す
る
な
ど
の
働

き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

会　長　浜田 浩二　　
会　員　約15人　
結　成　2005年
事務局　〒861-3513 熊本県上益城郡山都町下市27
担当者　石山 信次郎　
TEL　　0967-72-0240

八女上陽の「ひふみよ橋」を守る会

「寄口橋架設100年記念特別企画」開催時の集合写真＝2021年2月28日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真提供／ほたると石橋の館

山都町の石橋を守る会

山都町の聖橋。アーチの奥に国道橋の橋脚が立っている
写真提供／石山信次郎
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熊
本
県
の
美
里
町
を
流
れ
る
緑
川

流
域
は
、
江
戸
時
代
末
期
以
降
に
架

設
さ
れ
た
多
種
多
様
な
石
橋
が
現
存

す
る
「
石
橋
の
博
物
館
」
と
表
し
た

く
な
る
地
域
で
す
。
国
指
定
重
要
文

化
財「
霊
台
橋
」（
１
８
４
７
年
架
設
）

を
は
じ
め
、
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ

る
美
里
町
の
石
橋
群
を
守
り
、
地
域

の
歴
史
や
石
橋
群
の
価
値
の
顕
彰
を

通
じ
、
地
域
お
こ
し
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
２
０
１
５
年
に
本
会
を

結
成
し
ま
し
た
。

　

結
成
時
に
進
め
た
石
橋
実
態
調
査

に
よ
る
と
、
町
内
に
は
36
基
の
石
橋

が
現
存
し
、
そ
の
う
ち
10
基
が
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
れ
ら
は
十
分
な
維
持
管
理
が
な
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
な
い
石
橋
に
つ
い
て

は
草
木
に
埋
も
れ
、
標
柱
や
周
辺
道

路
に
案
内
板
が
な
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
。

　

２
０
１
６
年
４
月
の
熊
本
地
震
で

は
江
戸
時
代
末
期
架
設
の
二
俣
福
良

渡
橋
、
馬
門
場
や
大
窪
橋
が
被
災
。

続
く
６
月
の
豪
雨
で
は
井
竿
橋
が
流

失
。
白
岩
橋
や
下
用
来
橋
、
西
の
鶴

橋
な
ど
が
被
害
を
被
っ
て
、
次
の
豪

雨
で
完
全
に
流
失
し
そ
う
な
姿
と
な

っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

会
員
は
協
力
し
て
石
橋
を
覆
う
草

木
の
除
去
な
ど
を
行
い
清
掃
管
理
に

努
め
、
石
橋
の
存
在
が
明
ら
か
と
な

る
よ
う
、
町
の
支
援
を
得
て
標
柱
や

案
内
板
の
設
置
を
進
め
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
町
内
４
カ
所
の
会
場
を
巡

回
し
た
石
橋
写
真
展
示
会
を
開
催
。

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
、
石
橋
ツ
ア
ー
、

石
橋
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
も
開
催

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
近
年
は
活
動

が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
石
橋
を
地
元
の
宝

と
し
て
生
か
す
、
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

会　長　一村 一博
会　員　約20人　　　結　成　2015年
事務局　〒 861-47212 熊本県下益城郡美里町土喰408-1
担当者　伯川 豊和　
TEL　　090-1365-5950
メール　kazuhiro2156@gmail.com

　

本
会
は
、
大
分
県
宇
佐
市
院
内
町

が
誇
る
石
橋
の
あ
る
風
景
を
守
り
、

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
院
内
石

橋
群
の
景
観
保
全
活
動
を
推
進
す
る

目
的
で
2
0
1
4
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
院
内
町
に
は
江
戸
時
代
末
期
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
架
設
さ
れ
た

大
小
75
基
の
石
橋
が
残
っ
て
お
り
、

〝
日
本
一
の
石
橋
の
町
〞
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
発
足
の
前
年
度
、
市
は

国
土
交
通
省
の
委
託
を
受
け
、
全
て

の
石
橋
調
査
を
実
施
し
、
点
検
・
修

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。
こ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
た
石
橋
調
査
チ
ー
ム

（
各
地
区
の
住
民
、
学
識
経
験
者
、
石

材
業
者
、
市
職
員
か
ら
構
成
）
が
母

体
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
石
橋
の
点
検
や
周
辺

環
境
整
備
、
広
報
・
啓
発
活
動
、
資

料
収
集
・
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
点
検
で
は
現
状
把

握
と
損
傷
等
の
早
期
発
見
に
努
め
、

補
修
・
補
強
が
必
要
な
場
合
は
所
有

者
に
修
理
工
法
を
提
案
し
、
保
存
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
周
辺
環
境
整
備

で
は
草
刈
な
ど
の
ほ
か
、渡
り
の
蝶
・

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
呼
ぶ
花
・
フ
ジ
バ

カ
マ
の
植
栽
を
行
い
、
石
橋
の
新
た

な
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
広
報
・
啓
発
活
動
で
は
出
前
講

座
や
セ
ミ
ナ
ー
、
石
橋
模
型
・
写
真

展
示
な
ど
を
行
い
、
市
内
外
へ
院
内

石
橋
群
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

資
料
収
集
・
聞
き
取
り
調
査
で
は
、

こ
れ
ま
で
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
５
基

の
石
橋
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
が

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
石
橋
の
景
観
保
全
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
「
石
橋
と
地
域

と
人
を
つ
な
ぐ
〝
架
け
橋
〞
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
」
と
い
う
同
会
の

活
動
理
念
の
も
と
、
息
の
長
い
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

会　長　山尾 敏孝　　　会　員　17人　　　結　成　2014年
事務局　〒 879-0453 大分県宇佐市大字上田1030-1
　　　　宇佐市建設水道部 都市計画課内
担当者　都市計画課 景観・公園整備係 担当者　
TEL　　0978-27-8181
メール　 tosi05@city.usa.lg.jp

分寺橋とアサギマダラ（2019年10月）
　　　　　　　　　　　　　　写真提供／院内石橋群景観保全協議会

豪雨で被害を受けた白岩橋＝2017年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真提供／一村一博

美里町石橋愛好会 院内石橋群景観保全協議会
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一般社団法人 石橋伝統技術保存協会

　

石
造
ア
ー
チ
橋
は
数
千
年
の
時
を

経
て
な
お
人
の
役
に
立
つ
「
本
物
の

社
会
資
本
」
で
す
。
自
然
石
の
物
理

機
能
を
極
限
ま
で
簡
素
化
し
た
構
造

で
あ
り
、
人
類
の
英
知
の
美
し
い
結

晶
で
す
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
機
能
は

長
く
人
の
役
に
立
つ
、
大
切
に
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
路
面
の
幅

が
狭
い
、
通
水
断
面
が
小
さ
い
、
時

代
に
合
わ
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
社

会
か
ら
除
去
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
に
危
機
感
を
持
つ
日
本
の
石

橋
を
守
る
会
の
技
術
系
会
員
が
中
心

と
な
り
、
２
つ
の
一
般
社
団
法
人
が

派
生
し
た
こ
と
で
、
石
橋
を
守
る
道

筋
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
石
造
文
化
財
の
評
価
・

修
復
・
構
築
・
維
持
管
理
の
技
術
を

確
立
し
、
保
存
・
活
用
を
図
る
「
石

造
文
化
財
技
術
機
構
＝
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ａ
」。
も
う
一
つ
が
石
橋
を
文
化
財

と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
専
門
技

術
者
の
育
成
を
目
的
と
す
る
「
石
橋

伝
統
技
術
保
存
協
会
＝
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
」

で
す
。

　

２
０
１
１
年
か
ら
日
本
の
石
橋
を

守
る
会
が
主
催
し
た
石
橋
構
築
・
修

復
技
術
者
養
成
事
業
を
17
年
に
Ａ
Ｃ

Ｔ
Ｓ
が
引
き
継
ぎ
、
事
業
の
世
話
人

を
務
め
た
尾
上
一
哉
氏
が
理
事
長
に

就
任
し
て
本
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
石
橋
架
設
・
復
元
作

業
の
実
習
講
座
な
ど
を
開
催
し
、
地

道
に
専
門
技
術
者
の
養
成
を
続
け
て

い
ま
す
。
20
年
に
は
理
事
長
が
熊
本

県
技
能
士
会
連
合
会
会
長
表
彰
（
特

別
功
労
表
彰
）、
昨
年
は
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｓ

が
同
連
合
会
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

近
年
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
へ
の
取
り
組
み
の
社
会

的
な
広
が
り
を
力
に
し
て
、
石
橋
構

築
・
修
復
事
業
を
熊
本
の
地
域
産
業

に
し
、
日
本
の
石
橋
を
守
る
活
動
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

石橋技術者養成講座実習風景（2020年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撮影／熊本乃親

理事長　尾上 一哉　　　設　立　2017年
事務局　〒 861-3516 熊本県上益城郡山都町千滝222-1
担当者　総務部長　熊本 乃親　
TEL　　 0967-72-1493
メール 　acts@ogami.co.jp
ホームページ　https://www.ogami.co.jp/acts/

（
８
面
に
つ
づ
く
）

一般社団法人 石造文化財技術機構

　

当
機
構
は
、
石
橋
や
石
垣
、
古
墳

な
ど
の
貴
重
な
石
造
文
化
財
の
評

価
・
修
復
・
構
築
・
維
持
管
理
の
技

術
を
確
立
し
、
保
存
・
活
用
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団
法
人

で
す
。

　

理
事
長
の
山
尾
敏
孝
氏
は
、
熊
本

大
学
（
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
）

教
授
だ
っ
た
２
０
０
８
年
か
ら
17
年

ま
で
の
10
年
間
、
九
州
の
土
木
関
係

者
の
技
術
力
向
上
を
目
指
す
一
般
社

団
法
人
九
州
橋
梁
・
構
造
工
学
研
究

会
＝
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
お
い
て
、「
石

橋
の
設
計
・
施
工
お
よ
び
維
持
管
理

に
関
す
る
研
究
分
科
会
」の
座
長（
主

査
）
を
務
め
ま
し
た
。
石
橋
の
健
全

度
評
価
法
の
確
立
を
目
指
し
た
石
橋

点
検
要
領
の
作
成
、
補
修
・
補
強
法

お
よ
び
維
持
管
理
技
術
の
開
発
を
行

い
、
石
橋
設
計
法
や
保
存
・
活
用
の

た
め
の
維
持
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
を
作
成
。
同
分
科
会
に
は
副
理
事

長
の
中
村
秀
樹
氏
や
常
務
理
事
の
尾

上
一
哉
氏
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

16
年
に
熊
本
地
震
が
発
生
。
多
く

の
石
橋
や
熊
本
城
の
石
垣
な
ど
貴
重

な
石
造
文
化
財
が
被
災
し
、
修
復
へ

の
期
待
が
高
ま
る
中
、
国
や
自
治
体

な
ど
が
求
め
る
文
化
財
修
復
基
準
に

対
し
、
民
間
の
土
木
関
連
事
業
者
が

提
供
で
き
る
設
計
・
施
工
・
監
理
技

術
を
最
適
に
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
17
年
、

山
尾
氏
を
理
事
長
と
す
る
一
般
社
団

法
人
石
造
文
化
財
技
術
機
構
＝
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ａ
が
設
立
さ
れ
、
石
橋
に
関
す

る
研
究
を
通
じ
て
官
・
民
を
つ
な
ぐ

事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
石
橋
の
講
習
会
開
催

や
石
橋
の
健
全
度
評
価
の
検
討
な
ど

に
取
り
組
み
、
石
橋
技
術
者
資
格
の

認
定
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
研

究
機
能
を
持
ち
、
技
術
的
な
問
題
点

や
課
題
に
つ
い
て
も
解
決
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

熊本地震の震災復旧工事が完了した二俣福良渡目鑑橋を訪れた地元
中学生を案内（2017年）　　　　　　写真提供／石造文化財技術機構

理事長　山尾 敏孝　　　設　立　2017年
事務局　〒 869-1234 熊本県菊池郡大津町引水215-1
担当者　副理事長　中村 秀樹　
TEL　　096- 294-5230
メール　e@tosca.jp
ホームページ　https://www.tosca.jp/
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１
８
０
２
年
に
架
設
さ
れ
た
「
豊

岡
の
眼
鏡
橋
」（
熊
本
市
北
区
植
木

町
）
は
、
架
設
さ
れ
た
場
所
に
現
存

す
る
石
橋
と
し
て
は
熊
本
県
内
最
古

の
市
指
定
文
化
財
で
す
。
し
か
し
現

在
、
そ
の
姿
は
路
面
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
か
さ
上
げ
さ
れ
、
過
去
の
水
害

被
害
後
に
行
わ
れ
た
一
貫
性
を
欠
い

た
補
修
に
よ
り
壁
石
の
積
み
方
が
上

流
側
と
下
流
側
で
異
な
る
な
ど
、
ひ

ど
く
景
観
を
損
な
っ
た
状
態
で
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
は
こ
の
大
変

貴
重
な
石
橋
を
架
設
当
時
の
姿
に
戻

し
た
い
と
願
う
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、２
０
１
８
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

本
会
の
目
的
を
実
現
す
る
に
は
、

地
域
の
方
々
の
理
解
と
多
く
の
費
用

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
文

化
財
に
関
す
る
知
識
と
そ
の
保
護
の

大
切
さ
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
に
理

解
い
た
だ
く
こ
と
を
当
面
の
目
標
と

し
て
こ
れ
ま
で
、
石
橋
の
清
掃
活
動

や
写
真
展
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
地
元
住
民
と
小
学
生
向

け
の
学
習
会
「
植
木
寺
子
屋　

田
原

塾
〜
未
来
へ
つ
な
ご
う
郷
土
の
宝

〜
」
の
開
催
を
準
備
中
で
す
。
学
習

会
は
４
月
か
ら
年
間
６
回
の
予
定

で
、
郷
土
の
伝
統
文
化
、
橋
の
歴
史

や
石
橋
の
仕
組
み
な
ど
を
学
ぶ
座
学

講
座
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
石
橋
づ
く
り
や

石
橋
周
辺
の
清
掃
作
業
体
験
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

石
橋
は
地
域
の
人
々
が
継
承
し
て

き
た
思
い
や
願
い
が
凝
縮
さ
れ
た
地

域
の
文
化
を
物
語
る
も
の
で
す
。
そ

の
よ
う
な
文
化
財
に
触
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
先
人
の
心
に
接
す
る

意
識
が
芽
生
え
、
先
人
へ
の
親
し
み

や
地
域
に
対
す
る
愛
着
を
育
む
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本

会
で
は
石
橋
の
文
化
財
的
価
値
を
生

か
し
た
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

会　長　　谷口 憲治　　　会　員　10人　　　結　成　2018年
事務局　〒 861-0162 熊本県熊本市北区植木町富応 1578 
　　　　熊本市田原地域コミュニティセンター
担当者　森川 孝一　　TEL　080-1741-6971
メール　k.morikawa0703@kpe.biglobe.ne.jp
ホームページ http://www7b.biglobe.ne.jp/~toyooka_meganebashi/

4月から年間6回開催を目指す学習会のチラシ　

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
の
肝
属
川
に
架
か
る
市
指
定
文
化
財
「
大
園
橋
」の
撤
去
問
題
が
浮
上

し
て
い
る
。２
０
２
０
年
７
月
の
豪
雨
で
流
木
な
ど
が
石
橋
に
引
っ
か
か
り
周
辺
に
浸
水
被

害
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
住
民
ら
が
石
橋
の
撤
去
ま
た
は
移
築
保
存
を
市
に
求
め
た
。そ
う

し
た
動
き
に
対
し
て
地
元
の「
大
隅
史
談
会
」（
瀬
角
龍
平
会
長
）が
立
ち
上
が
り
、
同
橋
の

歴
史
的
価
値
を
考
え
て
慎
重
な
議
論
を
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情
書
を
市
長
ら
に
提
出
し

た
。史
談
会
理
事
を
務
め
る
本
会
会
員
の
小
手
川
清
隆
氏（
鹿
児
島
県
）に
、
こ
れ
ま
で
の
動

き
を
伝
え
て
も
ら
っ
た
。（
広
報
部
）

大
園
橋
＝
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

市
指
定
文
化
財
撤
去
を
住
民
が
要
請

「
慎
重
な
議
論
を
」と
大
隅
史
談
会
が
陳
情

　

２
０
２
１
年
９
月
15
日
付
け
読
売
新
聞
に

「
鹿
屋
市
文
化
財
『
大
園
橋
』
撤
去
へ
」
と
の
見

出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。そ
れ
は
わ
れ
わ

れ
郷
土
史
を
学
ぶ
「
大
隅
史
談
会
」
に
と
っ
て

全
く
の
寝
耳
に
水
で
あ
っ
た
。

明
治
期
架
設
の
２
連
ア
ー
チ
橋

　

肝
属
川
に
架
か
る
「
大
園
橋
」
は
鹿
屋
市
に

残
る
数
少
な
い
石
橋
で
あ
る
。こ
の
橋
は
日
露

戦
争
が
起
こ
っ
た
１
９
０
４
（
明
治
37
）
年
5

月
に
完
成
。鹿
児
島
の
伊
敷
か
ら
来
た
石
工
が

地
元
産
の
阿
多
溶
結
凝
灰
岩
「
荒
平
石
」
を
使

っ
て
造
っ
た
と
さ
れ
る
２
連
ア
ー
チ
橋
。以
来

1
0
0
年
の
年
月
を
超
え
無
事
に
そ
の
姿
を

見
せ
て
い
る
。下
流
側
に
バ
イ
パ
ス
道
が
で
き

て
か
ら
路
面
は
旧
道
と
な
り
、今
は
車
両
通
行

止
め
に
し
て
あ
る
。

　

橋
は
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
前
後
に
撤
去

の
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。そ
の
時
に

は
地
域
住
民
が
保
存
活
動
を
展
開
し
、鹿
屋
市

は
88
年
10
月
に
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指

定
し
た
。以
後
は
地
元
住
民
に
よ
る
保
存
会
が

つ
く
ら
れ
て
定
期
的
な
清
掃
活
動
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
鹿
屋

市
が
石
橋
の
管
理
を
引
き
継
い
で
い
た
。

２
０
２
０
年
７
月
豪
雨

　

２
０
２
０
年
７
月
６
日
は
豪
雨
と
な
り
、
橋

の
周
辺
家
屋
お
よ
そ
９
戸
が
浸
水
し
た
。人
的

な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
地
元
町
内
会
は
「
想

写
真
提
供
／
大
隅
史
談
会

豊岡のめがね橋を守る会
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大園橋の路面を歩く史跡めぐり参加者＝2021年11月21日

大
園
橋
の
架
設
は
１
９
０
４（
明
治
３７
）年
、橋
長
２
９・４
㍍
、橋
幅
３・９
㍍

定
を
越
え
る
雨
量
の
場
合
は
大
園
橋
に
流
木

な
ど
が
引
っ
か
か
り
、
再
び
浸
水
被
害
が
起
き

る
恐
れ
が
あ
る
」と
、
大
園
橋
の
撤
去
や
移
築

保
存
を
求
め
る
要
望
書
を
市
に
提
出
し
た
こ

と
が
、
今
回
の
突
然
の
撤
去
報
道
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

大
隅
史
談
会
は
、
緊
急
理
事
会
を
開
催
。私

を
含
め
た
理
事
一
同
と
荒
平
石
を
扱
う
地
元

で
唯
一
人
と
な
っ
た
石
材

加
工
技
術
者
の
川
村
忠

氏
を
交
え
、昨
年
９
月
に

現
地
を
見
学
し
た
。

　

見
学
会
で
川
村
氏
は

橋
に
使
わ
れ
て
い
る
赤

み
を
帯
び
た
石
材
に
触

れ
、「
こ
れ
は
荒
平
石
で

す
。採
石
場
か
ら
こ
こ
ま

で
石
を
運
ぶ
の
は
大
変

だ
っ
た
は
ず
。立
派
な
石

橋
を
造
っ
た
石
工
の
思

い
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
語
ら
れ
た
。そ

の
言
葉
を
聞
い
た
わ
れ

わ
れ
は
改
め
て
、大
園
橋

の
保
存
の
必
要
性
を
確

信
し
た
。

　

市
当
局
は
、石
橋
の
現

地
保
存
の
た
め
に
必
要

と
な
る
川
の
流
路
変
更

や
石
橋
の
移
築
保
存
を

検
討
し
た
が
、費
用
負
担

の
重
さ
な
ど
を
理
由
に

撤
去
の
方
針
を
決
め
た
。

大
園
橋
が
文
化
財
で
あ

る
た
め
鹿
屋
市
文
化
財

審
議
委
員
会
に
対
し
、撤
去
の
前
提
条
件

と
な
る
文
化
財
解
除
を
諮
問
。昨
年
９
月

と
11
月
に
文
化
財
保
護
審
議
会
が
開
催

さ
れ
た
が
、
継
続
審
議
と
な
っ
た
。次
回

審
議
会
は
４
月
以
降
に
開
催
さ
れ
る
予

定
で
国
土
交
通
省
か
ら
説
明
が
あ
る
と

い
う
。

　

文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
毀
損（
き
そ

ん
）し
た
わ
け
で
も
な
い
石
橋
を
文
化
財

指
定
解
除
を
し
て
ま
で
破
壊
す
る
と
は
、

ど
う
い
う
文
化
財
行
政
で
あ
る
の
か
│
。

「
史
跡
め
ぐ
り
」催
し

　
　
文
化
的
価
値
を
周
知

　

大
隅
史
談
会
は
昨
年
10
月
７
日
に
大

園
橋
保
存
に
つ
い
て
の
陳
情
書
を
鹿
屋

市
長
、
鹿
屋
市
市
議
会
議
長
、
鹿
屋
市
教

育
委
員
会
教
育
長
、鹿
屋
市
文
化
財
保
護

審
議
会
会
長
宛
て
に
提
出
し
た
。11
月
10
日
に

は
現
地
に
理
事
が
集
ま
り
、熊
本
大
学
の
山
尾

敏
孝
名
誉
教
授
、日
本
の
石
橋
を
守
る
会
の
尾

上
一
哉
氏
に
検
分
し
て
い
た
だ
い
た
。後
日
、

届
い
た
検
分
の
報
告
に
よ
る
と
、
一
昨
年
の
水

害
は
大
園
橋
だ
け
で
な
く
川
の
下
流
側
の
狭

隘
（
き
ょ
う
あ
い
）
さ
な
ど
複
合
的
な
原
因
に

よ
る
と
の
内
容
だ
っ
た
。

　

11
月
21
日
に
は
、こ
の
問
題
を
広
く
市
民
に

知
ら
し
め
よ
う
と
、「
大
園
橋
お
よ
び
長
谷
観

音
、
瀬
戸
山
神
社
の
史
跡
め
ぐ
り
」を
催
し
た

と
こ
ろ
合
計
33
人
が
参
集
。本
会
の
役
員
と
外

部
講
師
よ
る
案
内
・
説
明
を
実
施
し
た
。参

加
者
に
は
大
園
橋
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
、

一
昨
年
の
水
害
の
因
果
関
係
な
ど
を
理
解
し

て
い
た
だ
け
た
と
思
う
。

　

鹿
屋
市
市
議
会
へ
の
陳
情
書
は
昨
年
12
月

9
日
の
文
教
福
祉
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
が
、

こ
ち
ら
も
継
続
審
議
と
な
っ
た
。わ
れ
わ
れ
と

し
て
は
今
夏
の
雨
季
に
入
る
前
に
、
何
ら
か
の

方
向
性
を
見
出
す
べ
く
暗
中
模
索
の
状
況
で

あ
る
。予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
会

員
各
位
の
ご
助
言
を
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
「
チ

ー
ム
ル
ー
ム
」の
掲
示
板（
11
面
に
関
連
記
事
）に
書

き
込
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

（
大
隅
史
談
会
理
事
・
小
手
川
清
隆
）

溶結凝灰岩「荒平石」の２連アーチ
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贄
田
岳
和
理
事
の
ウ
ェ
ブ
サイ
ト

埋
も
れ
た
石
橋
に
日
の
目
を

宮
川
康
夫
会
員
の
ウ
ェ
ブ
サイ
ト

石
工
の
技
術
に
喝
采
を
送
る

　
「
石
橋
・
眼
鏡
橋
・
太
鼓
橋
・
石
造
ア
ー
チ

橋
／
田
の
神
・
庚
申
塔
・
仁
王
像
」
の
タ
イ

ト
ル
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で

情
報
発
信
を
す
る
贄
田
岳
和
理
事（
宮
崎
県
）。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
石
橋
情
報
の
一
覧
表
が
紹

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、県
境
を
ま
た
ぐ
移
動
や
現
地
で
の

食
事
な
ど
の
面
で
行
動
に
制
約
が
生
じ
て
石
橋
巡
り
も
ま
ま
な
ら
な
い
が
、
そ
の
半

面
で
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
注
目
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。こ
こ
で
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）や
会
員
制
交
流
サ
イ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）を
利
用
し
た
石
橋
情
報
の
発
信
、

交
流
を
行
う
会
員
の
情
報
ペ
ー
ジ
を
紹
介
す
る
。ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
石

橋
の
楽
し
み
方
を
発
見
し
て
み
た
い
。（
広
報
部
）

石
橋
の
魅
力
を
ネ
ッ
ト
で
発
信

介
さ
れ
、
石
造
ア
ー
チ
橋
、
石
造
桁
橋
、
レ

ン
ガ
ア
ー
チ
橋
な
ど
の
数
が
県
別
に
整
理
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
お
よ
そ
８
１
９
１
橋

に
上
る
（
２
０
２
２
年
1
月
末
現
在
）。

　

表
示
さ
れ
た
都
道
府
県
地
図
の
地
区
エ
リ

ア
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
左
側
に
表
示
さ
れ
る
石

橋
一
覧
の
中
か
ら
石
橋
名
を
選
ぶ
と
、
各
石

橋
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ン
グ
ル
の
画
像

と
諸
元
（
基
本
情
報
）
や
説
明
板
の
表

記
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
橋

の
場
所
は
「
Ｍ
ａ
ｐ
ｉ
ｏ
ｎ
」
バ
ナ
ー

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
そ
の
石
橋
の
位

置
が
地
図
上
に
示
さ
れ
る
の
で
、
石
橋

訪
問
の
際
に
非
常
に
便
利
で
あ
る
。

　

贄
田
氏
は
こ
れ
ま
で
に
、
佐
賀
県
現

存
最
古
の
石
造
ア
ー
チ
橋
（
大
覚
寺
参

道
橋
）
を
は
じ
め
、
約
１
０
０
橋
を
発

見
。「
経
験
を
積
む
と
、
道
路
を
走
っ
て

い
て
も
下
を
川
が
流
れ
て
い
る
場
所
が

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
平
均
す
る

と
、
70
橋
訪
ね
回
っ
て
よ
う
や
く
1
橋

新
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

考
え
て
み
る
と
情
報
な
し
で
見
つ
け
た

1
0
0
橋
と
い
う
数
字
は
驚
異
的
な
数

字
だ
と
言
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
い
ま
ま
で
通
っ
た
こ
と
の
な
い
道

路
を
走
る
こ
と
が
、
ま
た
一
つ
の
楽
し

み
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
も
、
埋
も
れ

た
石
橋
に
日
の
目
を
見
さ
せ
る
こ
と
を

目
標
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
今

年
1
月
1
日
に
更
新
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
で

心
境
を
語
っ
て
い
る
。

　

宮
川
康
夫
会
員
（
奈
良
県
）
が
情
報

発
信
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
宮
様
の
石

橋
」
に
は
、
訪
れ
た
都
道
府
県
が
日
本
地
図

に
示
さ
れ
て
い
て
、
沖
縄
県
を
除
く
全
国
の

都
道
府
県
に
印
が
あ
る
。
県
名
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
、
そ
の
市
町
村
ご
と
の
石
橋
や
レ
ン

ガ
ア
ー
チ
橋
、
樋
門
や
石
門
な
ど
宮
川
会
員

が
訪
れ
た
場
所
の
数
が
示
さ
れ
て
い
る
。
石

造
ア
ー
チ
橋
だ
け
で
２
１
７
４
橋
、
紹
介
総

数
は
１
万
４
４
７
０
余
り
に
上
る
（
２
０
２

２
年
1
月
末
現
在
）。

　

石
橋
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
は
都
道
府
県
ご

と
市
町
村
別
一
覧
表
に
整
理
さ
れ
、
市
町
村

名
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
そ
の
地
域
の
石
橋
の

画
像
が
表
示
さ
れ
、
宮
川
氏
が
訪
れ
た
際
の

印
象
が
親
し
み
や
す
い
口
語
体
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
。「
M
A
P
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
石

橋
の
位
置
が「
g
o
o
地
図
」な
ど
に
示
さ
れ
、

見
や
す
い
。

　

サ
イ
ト
内
の
「
一
口
メ
モ
」
に
は
、
石
橋
巡

り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
か
っ
け
は
「
単
身

赴
任
生
活
に
お
け
る
〝
ヒ
マ
つ
ぶ
し
〞
の
手

段
だ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
石
橋
に
引
か
れ
た
理
由
に
つ
い
て
「
私
は
、

こ
の
ア
ー
チ
式
石
橋
が
本
質
的
に
有
す
る
耐

用
年
数
の
長
さ
に
脱
帽
す
る
。
く
っ
つ
い
て
い

な
い
の
に
ア
ー
チ
形
状
を
維
持
で
き
る
そ
の

生
命
力
に
脱
帽
す
る
。
そ
の
よ
う
な
す
ご
い

潜
在
力
を
秘
め
た
ア
ー
チ
形
状
そ
の
も
の
に

脱
帽
す
る
。
そ
し
て
、何
よ
り
も
す
ご
い
の
は
、

重
機
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
無
い
遠
い
昔
に
、

そ
の
よ
う
な
構
造
物
を
造
っ
た
石
工
の
技
術

と
住
民
の
熱
意
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の
石
工

の
技
術
に
喝
采
を
叫
び
た
い
」
と
の
思
い
が

つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

石橋 眼鏡橋 太鼓橋 検索

宮様の石橋 検索
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本
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サイ
ト

も
の
言
わ
ぬ
石
橋
の
代
弁
者
に

　

本
会
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
会
の
活

動
概
要
、
会
則
、
総
会
案
内
、
過
去
の
石
工

養
成
事
業
な
ど
に
加
え
、
石
橋
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
「
日
本
の
〝
め
が
ね
橋
〞
一
覧
〜
都
道
府

県
別
〜
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
石
橋
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
は
全
国
の
歴
代
会
員
な
ど
が
収
集

し
た
情
報
を
基
に
、
贄
田
岳
和
氏
、
森
野
秀

三
氏
、
宮
川
康
夫
氏
の
情
報
を
基
本
情
報
と

し
て
、
島
崎
敏
之
氏
、
市
村
幸
夫
氏
、
西
文

昭
氏
、
東
浩
治
氏
、
柏
原
氏
、
熊
本
国
府
高

校
P
C
同
好
会
な
ど
の
情
報
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、
通
算
78
号
以
降
の
会
報
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
の
閲
覧
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
、

2
0
1
1
年
（
78
号
）
か
ら
の
本
会
の
活
動

や
会
員
の
活
動
内
容
、
全
国
の
石
橋
情

報
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
、
本
会

の
ネ
ッ
ト
掲
示
版
に
紹
介
さ
れ
た
情
報

を
収
め
た
「
石
橋
関
連
情
報
」、「
石
橋

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
は
写
真
や
絵
画
、

記
録
情
報
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
「
わ
が
国
で
は
石
橋
を
は
じ
め
と
す

る
地
味
な
土
木
遺
産
は
、
や
や
も
す
れ

ば
軽
視
さ
れ
、
無
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

も
の
言
わ
ぬ
石
橋
で
す
。
周
り
に
い
る

も
の
が
代
弁
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
価
値

を
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
葬
り
去
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
日
本
の
石
橋
を
守
る
会

の
活
動
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
、
ぜ
ひ

入
会
し
て
石
橋
の
代
弁
者
と
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
呼
び
か
け
て
い
る
。

イン
ス
タ
グ
ラ
ム・交
流
サイ
ト

〝
映
え
る
〞写
真
で
共
感

チ
ー
ム
ル
ー
ム・交
流
サイ
ト

石
橋
フ
ァン
交
流
の
場
へ

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）や
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
が

拡
大
し
て
い
る
。ス
マ
ホ
で
撮
影
し
た
画

像
を
投
稿
し
て
広
く
紹
介
で
き
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
。そ
の
中
で
も
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム（
Ｉ

ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
＝
イ
ン
ス
タ
）は
、

き
れ
い
で
楽
し
い
写
真
が
あ
ふ
れ
て
い
て

「
イ
ン
ス
タ
映
え
」の
言
葉
で
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。撮
影
し
た
写
真
の
雰
囲

気
を
変
え
る
フ
ィ
ル
タ
ー
を
ス
マ
ホ
で
利

用
で
き
る
の
で
、何
気
な
く
撮
っ
た
写
真

も
〝
映
え
る
〞
よ
う
に
な
る
こ
と
も
そ
の

魅
力
だ
と
い
わ
れ
る
。

　

ス
マ
ホ
な
ど
に
無
料
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
、ア
プ
リ
を
起
動
し
て
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
や
ユ
ー
ザ
ー
ネ
ー
ム
、パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
を

登
録
す
れ
ば
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
会
員（
無

料
）に
な
れ
、任
意
の
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
に
よ

り
、同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
投
稿
し
た
写

真
な
ど
を
探
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。ネ
ッ

ト
で
は
、誰
で
も
投
稿
で
き
る
こ
と
か
ら
、中

に
は
攻
撃
的
・
差
別
的
で
あ
っ
た
り
、愚
痴
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
を

目
に
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、写
真
な
ら
気
楽
に

楽
し
く
共
感
で
き
る
。

　

左
の
画
面
イ
メ
ー
ジ
は「
＃
石
造
ア
ー
チ

橋
」で
投
稿
さ
れ
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ス
ク

リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
。本
会
の
会
員
が
投
稿
し
た

写
真
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

理
事　

森
川 

孝
一（
熊
本
県
）

　

会
員
相
互
の
情
報
交
流
を
図
る
試
み

と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
参
加
で

き
る
会
員
制
情
報
交
流
サ
イ
ト「
チ
ー
ム

ル
ー
ム
」を
活
用
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。参
加
者（
会
員
）は
気
に
な
る
テ
ー
マ

の
掲
示
版
を
見
て
、
コ
メ
ン
ト
や
写
真
、

動
画
の
投
稿
な
ど
が
で
き
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
下
記
の
通
り
、サ
イ

ト
管
理
者
で
あ
る
「
石
橋
守
」（
森
川
孝

一
）宛
て
に「
チ
ー
ム
ル
ー
ム
参
加
希
望
」

と
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。招
待

メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。届
い
た
メ
ー
ル

の
案
内
に
従
っ
て
チ
ー
ム
ル
ー
ム
に
ア

ク
セ
ス
し
、そ
こ
で
ご
自
分
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
登
録
す
れ
ば
、

す
ぐ
に
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
は
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
で
構

い
ま
せ
ん
。

　

チ
ー
ム
ル
ー
ム
は
ネ
ッ
ト
で
商
品
価

格
の
比
較
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
株
式
会

社
カ
カ
ク
コ
ム
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
、
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。写
真
や
動

画
、各
種
フ
ァ
イ
ル
を
容
量
無
制
限
で
共

有
で
き
、イ
ベ
ン
ト
開
催
告
知
や
ア
ル
バ

ム
機
能
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

石
橋
に
関
す
る
情
報
交
換
の
場
と
し

て
、気
軽
に
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日本の石橋を守る会 検索

石造アーチ橋 検索

■ 参加希望の会員の方は、管理者「石橋 守」宛に「チームルーム参加希望」とメールを…　ishibashimamoru1980@gmail.com

…
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石
橋
伝
統
技
術
保
存
協
会
＝
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
が
運
営
す
る
石
橋
技
術
者
養
成
講

座
は
、
解
体
・
保
存
さ
れ
て
い
た
石
材
を
使
っ
た
石
橋
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い

る
。そ
の
状
況
と
講
座
へ
の
思
い
を
、
同
協
会
理
事
長
で
本
会
理
事
で
も
あ
る
尾

上
一
哉
氏
に
聞
い
た
。（
広
報
部
）

石
橋
技
術
者
養
成
講
座
＝
熊
本
・
山
都
町

「
シ
ン
北
川
内
橋
」架
設
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

写
真
提
供
／
石
橋
伝
統
技
術
保
存
協
会

シン北川内橋架設実習で、支保工の上に輪石を置いて並べる仮組みを行う受講者

仮組み前の輪石を高圧洗浄機で洗浄 伝統工法で基礎石の加工を行う

　

石
橋
技
術
者
の
養
成
講
座
を
開
始
し
て
10

年
が
た
ち
ま
し
た
。
熊
本
県
上
益
城
郡
山
都

町
の
緑
地
広
場
実
習
場
で
は
昨
年
か
ら
、
１

９
８
８
（
昭
和
63
）
年
に
豪
雨
災
害
で
被
災

後
に
解
体
さ
れ
た
「
北
川
内
橋
」（
旧
矢
部
町
）

の
石
材
を
使
っ
た
石
橋
の
移
設
・
再
生
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
保
存
さ
れ
て
い
た
石

材
を
調
べ
て
み
る
と
劣
化
が
進
ん
で
い
て
、

お
よ
そ
半
数
し
か
使
え
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
復
元
で
は
な
く
、〝
リ
サ
イ
ク
ル
型
新

築
〞
と
し
て
石
橋
を
架
設
す
る
実
習
を
計
画

し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
か
つ
て
の
北
川
内

橋
の
面
影
を
残
し
た
再
生
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
橋
名
は
「
シ
ン
北
川
内
橋
」。

　

実
習
は
土
曜
の
み
年
間
6
回
実
施
し
、
２

０
２
０
年
度
に
基
礎
工
事
と
輪
石
の
仮
組
み
、

翌
21
年
度
は
実
際
に
川
に
支
保
工
を
渡
し
て

起
拱
石
（
ア
ー
チ
輪
石
の
１
列
目
）
の
据
付

け
寸
前
ま
で
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
石
橋

は
計
12
回
で
完
成
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
し
予
想
で
き
な
い
ほ
ど
の
大
雨
が
降

れ
ば
、
支
保
工
も
ろ
と
も
流
さ
れ
る
リ
ス
ク

を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
予
定
の
講
座
終

了
後
は
、
石
造
文
化
財
技
術
機
構
＝
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ａ（
７
面
に
関
連
記
事
）
資
格
認
証
者
で
あ
る
プ

ロ
職
人
に
作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
計
画
を

立
て
ま
し
た
。

　

プ
ロ
の
仕
事
を
目
に
す
る
機
会
は
、
匠
の

技
を
現
場
で
学
べ
る
好
機
で
も
あ
る
の
で
、Ａ

Ｃ
Ｔ
Ｓ
掲
示
板
で
作
業
日
時
を
告
知
し
、
労

働
安
全
衛
生
規
則
順
守
を
条
件
に
興
味
の
あ

る
方
や
技
術
の
習
得
を
し
た
い
方
の
参
加
を

受
け
付
け
る
予
定
で
す
。

　

こ
う
し
た
石
橋
技
術
者
養
成
講
座
を
開
講

し
た
当
初
を
思
い
返
す
と
、
石
橋
の
「
修
繕
・

利
活
用
」
が
で
き
る
技
術
的
な
機
能
が
日
本

各
地
で
失
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
石
橋
を
消

失
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
点
を
苦
慮

し
た
も
の
で
し
た
。
日
本
の
石
橋
を
守
る
会

の
技
術
系
会
員
に
と
っ
て
そ
う
し
た
状
況
は
、

自
分
た
ち
の
存
在
価
値
を
お
と
し
め
、
技
術

者
の
沽
券
（
こ
け
ん
）
に
も
関
わ
る
大
問
題

と
受
け
と
め
ま
し
た
。

　

石
橋
が
修
繕
・
利
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
に
は
、
石
橋
の
社
会
背
景
を
知
り
、
現
存

す
る
そ
の
性
能
や
健
全
度
調
査
、
関
係
者
の

利
害
解
消
、
利
活
用
計
画
の
策
定
や
設
計
な

ど
に
つ
い
て
、
科
学
的
で
実
効
的
な
計
画
を

適
切
に
実
行
で
き
る
機
能
が
必
要
で
す
。
そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
石
橋
に
関
す
る
各
種

の
技
術
情
報
を
収
集
で
き
る
高
い
〝
ア
ン
テ

ナ
〞
と
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
保
有
す
る
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ａ
は
、
石
橋
の
保
護
に
貢
献
で
き
る
貴

重
な
専
門
組
織
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
石
橋
架
設
・
修
復
に
関
す
る
高
い

施
工
技
術
を
有
す
る
人
材
を
養
成
す
る
の
が

わ
れ
わ
れ
石
橋
伝
統
技
術
保
存
協
会
＝
Ａ
Ｃ

Ｔ
Ｓ（
７
面
に
関
連
記
事
）
で
す
。
技
術
者
の
養
成

に
は
長
い
育
成
期
間
と
多
く
の
施
工
の
機
会

が
必
要
で
す
。
養
成
講
座
が
途
絶
え
る
こ
と

の
な
い
よ
う
努
力
し
、
長
く
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
理
事
長
・
尾
上
一
哉
）

左のQRコードをスキャ
ンすればACTS掲示板
にアクセスできます
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会
報
発
刊
通
算
1
0
0
号
、お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。私
事
で
恐
縮
で
す
が
、会
へ
の
エ
ー

ル
と
し
て
投
稿
し
ま
す
。大
分
県
の
片
田
舎
に

生
ま
れ
た
私
は
20
年
後
に
故
郷
を
離
れ
、社
会

人
と
な
り
40
年
。今
は
仕
事
の
一
部
が
石
橋
に

関
連
し
て
ま
す
。

　

会
員
に
な
っ
た
の
は
ほ
ん
の
3
年
前
で
す
。

故
郷
に
も
多
く
の
石
橋
が
あ
る
こ
と
は
知
っ

て
い
ま
し
た
。ち
な
み
に
私
の
父
は
石
工
。も

っ
ぱ
ら
「
間
知
石
（
け
ん
ち
い
し
）」
を
扱
う
職

人
で
し
た
。子
ど
も
の
頃
、
大
き
な
岩
を
発
破

で
切
り
出
し
、
く
さ
び
を
使
っ
て
小
割
に
し
た

後
に
出
来
上
が
る
、見
事
な
四
角
錐
に
魅
了
さ

れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
の
と
き
私
の
役

目
は
間
知
石
が
出
来
た
後
に
残
る
、い
わ
ゆ
る

「
栗
石（
ぐ
り
い
し
）」を
集
め
る
こ
と
。定
期
的

に
父
の
造
っ
た
間
知
石
と
私
が
集
め
た
栗
石

が
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
行
く
│
。私
の
少
年

時
代
は
、
そ
ん
な
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
が
流
れ

て
い
た
も
の
で
し
た
。

　

さ
て
今
の
私
は
と
い
う
と
、さ
ま
ざ
ま
な
カ

タ
チ
で
社
会
貢
献
事
業
を
行
う
一
般
社
団
法

人
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
に
属
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
石
橋
を
守
る
会
と
の
出
会
い
は
大
分

県
の
院
内
町
で
開
催
さ
れ
た
大
会
の
と
き
で

し
た
。そ
れ
か
ら
石
工
養
成
講
座
を
支
援
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、旧
街
道
筋
に
た
た
ず
む
石
橋
と

地
域
の
生
業
を
住
民
の
方
々
と
と
も
に
物
語

　

連
載
の
最
後
と
な
る
今
回
は
、
中
国
で
の

石
橋
の
保
存
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

私
は
文
献
資
料
を
頼
り
に
中
国
各
地
に
残

る
３
５
０
橋
余
り
の
古
橋
を
巡
り
ま
し
た
が
、

現
地
を
訪
ね
る
と
３
橋
が
な
く
な
っ
て
い
た

だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
が
健
在
で
し
た
。
日
本

で
は
再
建
ど
こ
ろ
か
、
貴
重
な
石
橋
を
意
図

的
に
撤
去
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
に
…
。
中

国
で
橋
を
管
理
す
る
の
は
行
政
の
土
木
部
門

で
は
な
く
、
よ
り
強
い
権
限
を
持
つ
考
古
学

部
門
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
こ

れ
ほ
ど
の
古
橋
が
現
存
す
る
の
は
見
事
で
す
。

　

考
古
学
に
精
通
し
た
現
地
ガ
イ
ド
の
説
明

を
借
り
る
と
、「
橋
の
活
用
と
管
理
費
用
を
う

ま
く
ド
ッ
キ
ン
グ
す
る
方
法
の
採
用
」
に
よ
っ

て
橋
の
保
存
、
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。
ま
ず
橋
を
目
玉
に
す
る
公
園
を
造
っ
て

入
園
料
を
徴
収
し
、
そ
れ
を
橋
の
修
理
費
に

充
て
る
仕
組
み
で
、
有
名
な
北
京
市
の
「
盧

溝
橋
」、河
北
省
の
「
趙
州
橋
」、四
川
省
の
「
壚

定
橋
」
な
ど
も
そ
の
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
中
国
の
古
橋
」
の
撮
影
で
思
い
出
す
の
は
、

河
北
省
の
「
弘
済
橋
」
を
訪
れ
た

強
風
の
日
の
こ
と
。
公
園
化
工
事
の

真
っ
最
中
だ
っ
た
の
で
砂
塵
の
大
歓

迎
を
受
け
、
レ
ン
ズ
交
換
も
ま
ま
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
美
し
い

空
腹
式
ア
ー
チ
橋
と
し
て
知
ら
れ
る

河
北
省
の
「
単
橋
」
も
公
園
化
の

最
中
で
、
イ
メ
ー
ジ
し
た
写
真
を
諦

め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

ア
ン
グ
ル
を
求
め
て
橋
の
周
り
を
歩

き
回
っ
て
い
る
と
、
私
の
姿
を
遠
く

か
ら
見
て
い
た
地
元
の
老
人
が
近
寄

っ
て
き
て
、「
日
本
の
方
で
す
か
、今
、

橋
公
園
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
２
〜
３
年
す
る
と
美
し
い
公
園

が
で
き
ま
す
か
ら
、
ま
た
ぜ
ひ
撮
影
に
来
て

く
だ
さ
い
」
と
親
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。
文
化
大
革
命
（
１
９
６
６
〜
76
年
）

の
折
、
単
橋
は
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

地
元
民
が
必
死
に
な
っ
て
守
っ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
古
橋
に
対
す
る
地
元
民
の
強
い
思
い
を

感
じ
ま
し
た
。「

中
国
の
古
橋
」
撮
影
記
（
完
）

石
橋
を
中
心
に
公
園
化
し
保
存

会
員
　
赤
星 

文
生（
福
岡
県
）

化
（
ヒ
ス
ト
リ
ア
化
）
す
る
企
画
を
進
め
て
い

ま
す
。江
戸
期
か
ら
各
地
域
に
現
存
す
る
石
橋

は
、
単
体
と
し
て
は
土
木
遺
産
あ
る
い
は
文
化

財
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
単
体
に

終
わ
ら
せ
ず
、「
な
ぜ
、そ
こ
に
設
け
ら
れ
た
の

か（
背
景
と
目
的
）」、「
土
地
の
成
り
立
ち
と
石

橋
が
う
ま
く
ス
ト
ー
リ
ー
化
さ
れ
、
内
外
の
訪

問
客
の
理
解
が
地
域
の
活
性
化
に
ど
う
つ
な

が
る
か
」
を
軸
に
、
地
域
の
記
憶
を
継
承
す
る

（
語
り
と
か
た
る
）
取
り
組
み
を
模
索
し
て
い

ま
す
。

　

端
的
に
言
う
と
、
石
橋
そ
の
も
の
の
造
形
美

と
そ
れ
を
取
り
巻
く
ヒ
ス
ト
リ
ア
に
、
内
外
の

訪
問
客
が〈
へ
ぇ
ー
、
ほ
ぉ
ー
〉と
感
嘆
す
る
こ

と
が
、
地
域
の
魅
力
度
の
向
上
、
そ
し
て
次
代

を
担
う
石
工
の
生
き
が
い
に
な
る
の
で
は
と

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ひ
い
て
は
本
会
の
広
報
が
目
指
す
、「
双
方

向
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
仕
組
み
」

に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
間
知
石
と
は
石
垣
や
護
岸
、
擁
壁
な
ど
に
使
用
す
る
四
角

錐
形
の
石
材

石
工
だ
っ
た
父
の
思
い
出
と
こ
れ
か
ら

「中国の古橋」撮影記	
�   その7

榊　晃弘（福岡県）

中国の代表的な空腹式アーチ橋「単橋」　　写真提供／榊 晃弘
＝河北省滄州市、 明代の1629年架設、全長77.5㍍

九州地域づくり協会提供の
「インフラカード」
河川、道路、橋、港などのインフラを身近に
触れ、その役割を理解していただく簡易な
広報ツールとして配布するカード
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ボ
ク
と
石
橋
と
の
出
合
い
は
沖
縄
の
女
性

と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
そ
れ
は
同

時
に
沖
縄
の
石
橋
と
の
出
合
い
で
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
沖
縄
の
石
橋
は
、
沖
縄
の
歴
史
同
様
、

日
本
の
石
橋
と
は
違
う
歴
史
を
歩
ん
で
い
た

こ
と
を
知
る
!!

　

そ
の
全
て
を
知
り
た
く
な
り
、
沖
縄
を
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
沖
縄
で
出
会
っ
た
女
性

が
案
内
役
を
し
て
く
れ
、
こ
ち
ら
で
は
手
に

入
ら
な
い
書
物
で
下
調
べ
を
し
て
、
ボ
ク
の

持
っ
て
い
る
資
料
に
は
な
い
石
橋
を
見
つ
け
て

く
れ
た
り
し
て
本
当
に
助
か
っ
た
!!

　

さ
て
沖
縄
に
お
い
て
初
め
て
石
橋
が
架
け

ら
れ
た
の
は
、
独
立
国
だ
っ
た
琉
球
王
朝
時

代
。
中
国
の
明
王
朝
と
の
朝
貢
貿
易
の
た
め

の
国
営
事
業
と
し
て
架
け
ら
れ
た
「
長
矼
堤
」

が
最
初
で
あ
る
。
日
本
に
石
橋
が
最
初
に
架

け
ら
れ
た
時
よ
り
も
約
2
0
0
年
も
前
の
こ

と
で
あ
る
!!

　

架
橋
法
の
技
術
が
ど
こ
か
ら
伝
わ
っ
た
の

か
、
一
般
に
は
中
国
由
来
で
あ
る
と
い
う
の

が
定
説
で
あ
る
。
実
際
「
長
矼
堤
」
を
架
け

た
と
き
の
指
導
者
は
国
相
（
首
相
）・
懷
機
と

い
う
中
国
出
身
者
で
作
業
員
も
中
国
出
身
者

が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

沖
縄
に
は
14
世
紀
中
ご
ろ
に
は
す
で
に
貿

易
関
係
の
中
国
人
集
団
が
移
り
住
ん
で
い
た

と
い
う
。
ま
だ
統
一
王
朝
が
樹
立
さ
れ
る
前

の
時
代
。
当
時
、
一
番
勢
力
が
強
か
っ
た
中
山

王
・
察
度
が
中
国
と
の
貿
易
を
推
し
進
め
た

結
果
で
あ
る
。
し
か
し
技
術
伝
搬
の
確
か
な

資
料
な
ど
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
推
察
の
域
を

出
な
い
。
特
に
ア
ー
チ
の
技
法
に
つ
い
て
は
石

橋
よ
り
も
30
年
も
前
に
お
城
の
ア
ー
チ
門
と

し
て
突
然
に
出
現
し
て
い
る
!!

　

そ
の
ア
ー
チ
形
状
は
当
時
沖
縄
と
関
係
が

深
か
っ
た
中
国
福
建
省
に
は
な
い
も
の
だ
っ
た

の
で
、
沖
縄
独
自
の

技
術
だ
と
唱
え
る
研

究
者
も
い
る
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、

沖
縄
の
石
橋
の
形
状

は
そ
の
ア
ー
チ
城
門

と
そ
っ
く
り
の
形
状

を
し
て
い
る
。
沖
縄

の
河
川
は
大
き
な
も

の
が
な
い
の
で
、
そ

の
技
術
の
応
用
で
架

け
た
と
思
わ
れ
る
。

河
口
に
近
い
川
幅
の

広
い
と
こ
ろ
で
は
ア

ー
チ
を
連
結
さ
せ
た

も
の
が
架
け
ら
れ
た
。

　

現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
石
橋
が
ほ
と
ん

ど
同
じ
よ
う
に
見
え
る
の
は
城
門
の
技
術
を

応
用
し
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

多
連
橋
の
全
て
が
１
９
４
５
年
の
沖
縄
戦
で

破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
!!　

　

そ
の
一
方
で
、
近
年
架
け
ら
れ
た
石
橋
は

日
本
の
技
術
が
導
入
さ
れ
た
の
か
、
個
性
的

会
員
　
島
崎 

敏
之（
熊
本
県
）

沖
縄
石
橋
と
の
出
会
い

松
山
橋
を
架
け
た
石
工

な
石
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で

ボ
ク
の
思
い
入
れ
深
い
石
橋
と
な
っ
た
の
は

平
成
の
時
代
に
な
っ
て
架
け
ら
れ
た
新
し
い

石
橋
!!　

2
0
0
2
年
9
月
に
竣
工
し
た
宮

古
島
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
遊
歩
道
に
架
け

ら
れ
た
「
島
尻
入
江
橋
」
で
あ
る
。

　

宮
古
島
を
２
回
目
に
訪
れ
た
と
き
、
夕
食

を
取
っ
て
い
た
居
酒
屋
の
テ
レ
ビ
で
竣
工
式

の
様
子
が
放
映
さ
れ
て

い
た
。
早
速
そ
の
翌
日

に
現
地
を
訪
れ
て
み
る

と
、
昔
な
が
ら
の
ア
ー

チ
城
門
を
連
結
さ
せ
た

4
連
の
石
橋
!!　

そ
れ

も
ア
ー
チ
径
が
4
つ
と

も
違
う
と
い
う
個
性
的

な
石
橋
で
あ
っ
た
。

　

石
材
は
機
械
で
加
工

し
て
あ
る
け
れ
ど
、
架

橋
法
そ
の
も
の
は
昔
な

が
ら
の
技
術
だ
と
分
か

っ
た
。
も
う
一
目
惚
れ

で
あ
る
!!

　

石
橋
の
魅
力
は
そ
の
歴
史
に
も
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
特
に
沖
縄
の
石
橋
の
歴
史

は
日
本
よ
り
も
古
い
の
で
、
そ
の
歴
史
自
体

が
魅
力
的
で
あ
る
。

　

で
も
、
ボ
ク
の
心
を
虜
（
と
り
こ
）
に
し

た
の
は
、
こ
の
新
し
い
石
橋
で
あ
っ
た
!!

※
参
考
文
献
／
福
島
駿
介
「
沖
縄
の
石
造
文
化
」、
城
間

勇
吉
「
世
界
遺
産
グ
ス
ク
」

　

生
前
、
上
塚
尚
孝
会
長
か
ら
預
か
っ
た

「
松
山
橋
」（
熊
本
県
八
代
市
）
に
関
す

る
文
と
カ
ッ
ト
画
を
紹
介
す
る
。

　

東
陽
町
の
松
山
橋
を
架
け
た
石
工
は

川
野
賢
三
だ
っ
た
は
ず
だ
が
と
、
曖
昧
な

記
憶
を
た
ど
っ
た
。
副
会
長
の
橋
本
幸
一

さ
ん
の
ご
母
堂
・
フ
サ
子
さ
ん
に
確
か
め

た
と
こ
ろ
、
や
は
り
そ
の
通
り
で
、
ご

実
家
が
川
野
さ
ん
と
懇
意
で
、
家
の
石

垣
も
造
っ
て
も
ら
っ
た
と
の
こ
と
。「
私

た
ち
は
松
山
橋
を
『
渕
ノ
川
の
橋
』
と

言
い
よ
り
ま
し
た
。
水
が
澄
ん
で
昔
は
も

っ
と
深
か
っ
た
の
で
、
泳
い
だ
り
し
よ
り

ま
し
た
」
と
話
さ
れ
た
。

　

目
を
閉
じ
る
と
、
橋
の
近
く
の
柿
の

木
に
熟
し
た
実
が
鈴
な
り
に
な
っ
た
風
景

を
思
い
出
す
。
筆
者
が
心
に
刻
み
込
ん
で

い
る
松
山
橋
が
最
も
輝
く
秋
景
で
あ
る
。

沖縄県宮古島のマングローブ公園内に架かる「島尻入江橋」

松山橋
カット画／上塚尚孝
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追
悼
　
上
塚	
�   

尚
孝
会
長

　

２
０
２
１
年
10
月
６
日
、
上
塚
尚
孝
会
長

が
リ
ン
パ
腫
に
よ
り
永
眠
さ
れ
た
。
86
歳
。

　

上
塚
氏
は
熊
本
県
宇
城
市
出
身
。
40
年
間

の
教
師
生
活
を
終
え
た
後
、
１
９
９
９
年
に

旧
東
陽
村
の
要
請
で
東
陽
石
匠
館
の
２
代
目

館
長
に
就
任
、「
史
実
資
料
に
基
づ
く
種
山
石

工
列
伝
」（
東
陽
村
役
場
）
を
編
集
。
２
０

１
４
に
名
誉
館
長
と
な
り
16
年
ま
で
務
め

た
。
１
９
８
０
年
の
日
本
の
石
橋
を
守
る
会

結
成
時
か
ら
の
会
員
で
、
２
０
０
２
年
に
事

務
局
長
、
11
年
に
は
石
工
養
成
事
業
の
実
行

委
員
長
を
務
め
、
17
年
に
会
長
に
就
任
。

　
「
熊
本
の
目
鑑
橋
３
４
５
」（
熊
本
日
日
新

聞
社
）
で
16
年
の
熊
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
。

同
年
に
熊
本
日
日
新
聞
「
わ
た
し
を
語
る
」

欄
に
「
石
の
虹
、
追
い
か
け
て
」
が
35
回
連

載
さ
れ
る
。
17
年
に
熊
本
県
文
化
協
会
の
荒

木
精
之
記
念
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
た
。

　

逝
去
を
受
け
て
募
集
し
た
追
悼
文
を
紹
介

す
る
。（
広
報
部
）

上
塚
尚
孝
会
長
の
思
い
出

理
事　

成
田
廉
司
（
熊
本
県
）

　

上
塚
尚
孝
先
生
と
い
え
ば
、
ま
ず
浮
か
ぶ

の
が
あ
の
優
し
い
眼
差
し
と
ほ
ほ
笑
み
で
す
。

そ
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
お
話
を

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
め
が
ね
橋
の
写
真
と
ス
ケ
ッ
チ
、
ど
う
違

う
と
思
い
ま
す
か
。
写
真
を
撮
る
の
は
一
瞬

で
す
が
、
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
の
に
は
あ
る
程

度
の
時
間
が
必
要
で
す
。
時
間
を
か
け
る
こ

と
は
決
し
て
無
駄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

だ
け
長
く
、
め
が
ね
橋
と
向
き
合
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
一
対
一
で
静
か
に
向
き
合

っ
て
い
れ
ば
、
め
が
ね
橋
が
語
り
掛
け
て
く

れ
ま
す
。
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が

見
え
て
き
ま
す
」

　

と
て
も
感
慨
深
い
お
言
葉
で
し
た
。

　

当
時
の
私
は
高
校
の
P
C
同
好
会
の
顧
問

を
し
て
い
て
、
生
徒
た
ち
が
発
信
す
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
肥
後
の
石
橋
」
な
ど
に
使
用
す

る
写
真
を
撮
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
め
が
ね
橋
と
ゆ
っ
く
り
向

き
合
う
こ
と
も
な
く
、
無
造
作
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
っ
て
い
た
自
分
に
気
付
き
ま
し
た
。
め

が
ね
橋
の
ス
ケ
ッ
チ
の
意
味
を
肝
に
銘
じ
て

お
き
ま
す
。

　

物
言
わ
ぬ
石
橋
が
現
代
の
わ
れ
わ
れ
に
語

り
掛
け
て
く
れ
る
も
の
（
時
代
、文
化
、習
慣
、

暮
ら
し
、
技
術
…
）、
そ
の
声
を
広
く
大
き

く
代
弁
す
る
の
が
「
日
本

の
石
橋
を
守
る
会
」
だ
と

思
い
ま
す
。
先
生
の
教
え

を
受
け
継
が
ね
ば
と
、

強
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

上
塚
尚
孝
先
生
の
ご
冥

福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

巨
星
落
つ

　

左
の
文
は
昨
年
11
月
3
日
付
け
熊
本
日
日

新
聞
の
読
者
投
稿
欄
に
掲
載
さ
れ
た
会
員
の

田
上
あ
け
み
さ
ん（
熊
本
県
）の
追
悼
文
で
す
。

　

º　
　

º　
　

º

　
「
巨
星
落
つ
」。
先
日
「
熊
本
の
目
鑑
橋
３

４
５
」
を
編
ま
れ
た
上
塚
尚
孝
氏
の
訃
報
を

聞
い
て
驚
い
た
。
そ
し
て
、
頭
に
浮
か
ん
だ

の
が
こ
の
言
葉
だ
っ
た
。

　

私
は
、
自
称
「
石
橋
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
」。
県

内
外
の
石
橋
を
巡
っ
て
い
る
。

　

氏
と
の
出
会
い
は
20
年
余
り
前
に
さ
か
の

ぼ
る
。
石
橋
好
き
の
聖
地
、
八
代
の
「
東
陽

石
匠
館
」
を
訪
ね
た
。
こ
の
時
、
氏
は
館
長

で
あ
り
、
自
ら
石
橋
の
説
明
を
さ
れ
た
。
そ

し
て
周
辺
の
石
橋
群
も
一
緒
に
巡
っ
た
。

　

氏
の
洒
脱
（
し
ゃ
だ
つ
）
で
優
し
い
語
り
口
、

そ
し
て
味
の
あ
る
筆
致
の
手
書
き
の
説
明
ボ

ー
ド
…
。
私
は
石
橋
と
同
じ
く
ら
い
、
氏
の

大
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
熊
日
主
催
の
「
石
橋
ツ
ア
ー
」

に
も
参
加
。
も
ち
ろ
ん
車
中
や
現
地
で
の
氏

の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
解
説
。
石
橋
に
関
す

る
私
の
新
聞
投
稿
に
も
感
想
の
手
紙
を
頂
き
、

以
来
文
通
を
し
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
っ
と
一
緒
に
石
橋
を
巡
り
た
か
っ

た
。
そ
し
て
、
手
紙
の
や
り
と
り
も
。
残
念

し
き
り
だ
。

　

厳
し
か
っ
た
暑
さ
も
、
よ
う
や
く
収
ま
り
、

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
石
橋
巡
り
の
季
節
到

来
と
思
っ
て
い
た
の
に
…
。

　

で
も
手
元
に
は
、熊
日
に
連
載
さ
れ
た
「
私

を
語
る
」
の
『
石
の
虹
、
追
い
か
け
て
』
を

つ
づ
っ
た
も
の
が
あ
る
。
今
再
び
、
こ
れ
を

読
ん
で
偲
（
し
の
）
ん
で
い
る
。
す
る
と
穏

や
か
な
氏
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

　

そ
し
て
、「
熊
本
の
目
鑑
橋
３
４
５
」
も
。

こ
の
本
を
携
え
て
心
の
中
の
上
塚
氏
と
一
緒

に
、
こ
の
秋
は
石
橋
を
訪
ね
よ
う
。

上塚尚孝先生の熊日新聞コラムがきっか
けで石橋に興味を持ち、先生がガイドさ
れる石橋見学ツアーに参加して、ますます
石橋の世界が大好きになりました。 

イラスト提供／なず
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編
集
後
記

日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

　

本
号
は
休
刊
記
念
号
と
し
て
、会
員
の
石
橋

に
対
す
る
多
様
な
関
わ
り
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
、
編
集
に
努
め

ま
し
た
。１
０
０
号
を
記
念
し
た
コ
メ
ン
ト
を

片
寄
俊
秀
元
会
長
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
病
気
療
養
中
で
、
そ
れ
が
で
き

な
い
状
況
。昨
年
10
月
に
は
上
塚
尚
孝
会
長
が

逝
去
さ
れ
、
本
会
の
歴
史
の
大
き
な
節
目
を
感

じ
ま
し
た
。

　

歴
史
を
重
ね
た
冊
子
形
式
の
「
日
本
の
い
し

ば
し
」
は
こ
れ
で
休
刊
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま

で
の
会
報
制
作
を
ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
々
、

読
者
の
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
会
員
相
互
の
情
報
交
流
を
後
押
し

す
る
広
報
の
在
り
方
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
広
報
部
長
・
中
村
ま
さ
あ
き
）

理
事　

中
村
ま
さ
あ
き（
熊
本
県
）

　

冊
子
形
式
の
会
報
「
日
本
の
い
し
ば

し
」
は
今
回
の
通
算
1
0
0
号
で
休
刊

と
な
り
ま
す
が
、
情
報
社
会
の
進
展
と

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
踏
ま
え
今
後
は
、

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
会
員
相
互
の
情
報

交
流
を
促
す
広
報
の
在
り
方
へ
と
転
換

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
た
び
は
、〝
石
橋
情
報

の
特
派
員
〞
の
役
割
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
果
た
し
て
い
た
だ
け
る
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ

ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
い
た
し
ま
す
。

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
ポ
ー
タ
ー
」募
集

〝
石
橋
情
報
の
特
派
員
〞お
願
い
し
ま
す
！

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
ポ
ー
タ
ー
の
方
は
普
段
、

個
人
的
に
利
用
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
ラ
イ
ン
ほ
か
）
情
報
の
中

で
、
興
味
を
引
か
れ
た
石
橋
情
報
を
広

報
担
当
の
中
村
ま
さ
あ
き
宛
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。そ
う
し
た
情
報
を
コ
ン

パ
ク
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
に
ま
と
め
た
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
、
全
国
の
会
員
に
年

2
回
程
度
郵
送
し
ま
す
。ま
た
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
期
限
の
あ
る
情
報
に
つ
い

て
は
、本
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ネ
ッ
ト

掲
示
版
、
チ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど
に
情
報

を
転
送
し
て
拡
散
を
図
り
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
情
報
は
必
要
な
人
が
必
要
な

大会
情報

2020年5月21日㈯・22日㈰
第43回大会を熊本県八代市で開催予定

と
き
に
ア
ク
セ
ス
し
て
活
用
で
き
、
自

ら
も
発
信
す
る
こ
と
で
共
感
の
輪
が

広
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
い
い

ね
！
」
と
発
信
す
る
だ
け
で
手
軽
に
共

感
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

石
橋
の
魅
力
や
価
値
も
、
多
様
な
感

性
や
価
値
観
を
持
っ
た
人
々
の
共
感
の

中
で
確
認
さ
れ
て
こ
そ
、
社
会
に
広
く

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。そ
れ
が
ひ
い
て
は
、石

橋
の
あ
る
地
域
に
住
む
人
た
ち
の
石

橋
を
守
る
行
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。会
員
相

互
の
情
報
交
流
促
進
の
取
り
組
み
に

賛
同
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
岳
橋
は
佐
々
川
と
福
井
川
の
合
流
点
近

く
に
架
か
る
。架
橋
に
よ
っ
て
町
の
交
通
の
利

便
は
極
度
に
増
し
、文
化
・
経
済
の
好
循
環
が

つ
く
り
出
さ
れ
た
。平
成
15
年
に
路
面
が
拡
幅

さ
れ
、下
流
側
に
車
道
と
歩
道
が
で
き
た
。

　

上
方
に
架
か
る
の
は
平
成
27
年
供
用
の
大

渡
バ
イ
パ
ス（
全
長
３
０
０
㍍
余
り
）。石
橋
を

原
型
と
し
た
充
腹
ア
ー
チ
橋
の
建
設
を
要
望

し
た
が
、地
形
的
に
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

　

現
在
、
先
人
の
労
苦
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
発

展
し
て
き
た
ふ
る
さ
と
を
認
識
し
、
素
晴
ら

し
い
石
橋
の
文
化
を
後
世
に
引
き
継
ご
う
と
、

３
基
の
石
橋
の
架
設
１
０
０
周
年
を
記
念
す

る
式
典
の
準
備
が
地
元
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
水
彩
画
、文
＝
末
永
暢
雄
）

　

私
の
住
ん
で
い
る
佐
世
保
市
吉
井
町
に
は

８
基
の
石
橋
が
現
存
し
て
い
る
。そ
の
内
、
樋

口
橋
、前
岳
橋
、春
明
橋
の
３
基
が
今
年
、１
０

０
歳
を
迎
え
た
。ス
ケ
ッ
チ
画
は
前
岳
橋
（
橋

長
20
・
５
㍍
）を
描
い
た
も
の
。

　

３
基
が
架
設
さ
れ
た
大
正
11
年
は
北
松
浦

半
島
で
採
炭
鉱
業
が
興
隆
し
、
吉
井
町（
当
時

は
村
）
で
は
道
路
改
修
や
鉄
道
の

敷
設
な
ど
が
進
ん
で
い
た
。と
は

い
え
、
県
か
ら
の
補
助
金
や
村
債

は
ほ
と
ん
ど
樋
口
橋
に
充
て
ら

れ
、
前
岳
橋
の
架
設
費
用
は
村
民

の
寄
付
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
と
さ

れ
る
。３
基
の
石
橋
を
同
時
に
架

け
る
と
い
う
、
当
時
の
村
民
の

並
々
な
ら
ぬ
町
づ
く
り
の
意
思

が
痛
い
ほ
ど
に
感
じ
ら
れ
る
。

石
橋
の
あ
る
風
景

すえなが のぶを　「前岳橋」
長崎県佐世保市吉井町

「ＳＮＳリポーター」になっていただける方はメールを…

koho@ishibashi-mamorukai.jp


